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小寺家文書にみる明治後期の地域医療（２） 

－明細書から読み解く明治後期の医療費－ 

 

岡崎女子短期大学 黒野 伸子、名古屋大学 石川 寛、就実短期大学 大友 達也 

 

要 旨 

 筆者らは岐阜県大垣市小寺登氏が所蔵する小寺家文書に残された医療に関する資料から東海地

方の地域医療を解明する試みを続けている。本稿は、明治 41 年発行の「薬価及手術料明細書」

９通に記載された内容を翻刻、精査し明治後期の医療費を明らかにしたものである。医師会の制

定した「医療費一覧」には見られない項目も新たに発見された。明細書様式からはレセプト（診

療報酬明細書）の萌芽も見られ、東海地方の地域医療を医療費および診療報酬の視点からも解明

できることが示唆された。 

 

はじめに 

筆者らは、小寺家文書に伝わる医療に関する資料から、東海地方の地域医療を解明する試み

を続けている。分類の詳細については、黒野、石川、大友（2020）に示した通りであるが、内

容の豊富さには目を見張るばかりであった。特に筆者らが注目したのは、「衛生医療」関連の文

書群である。明治期から大正期にかけての配置薬に関する諸書類、薬剤の広告、処方箋、入院

に関する書類等、100点余りの資料があるが、患家および患者に関する書類が多いことが最大の

特徴といえる。元来、医家の資料は数多く残されていて、医学史の基礎資料になっているが、

患家および患者に関する資料はほとんど見当たらない。したがって、患者側からみた医療につ

いては研究が進んでおらず、小寺家文書は地域医療の全体像を解明する貴重な資料群であると

いえる。 

 特筆すべきは、入院会計時に患家に渡された明治41（1908）年6月11日から8月11日までの「薬

価及手術料明細書」が９点残されていたことと、同時期の当主日誌が保存されていたことであ

る。翻刻により、本明細書が入院期間中すべての医療費を反映したものであることが明らかと

なり、治療の流れ、医療費の実態や体系等を読み取ることができた（図１、２）。 
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 現在、医療機関では「診療明細書」という名称の書類を領収書とは別に交付している。現行

の「保険医療機関及び保険医療養担当規則」には、「患者から求めがあつたときは、正当な理由

がない限り、（中略）費用の請求に係る計算の基礎となつた項目ごとに記載した明細書を交付し

なければならない１）。」とあり、診療明細書の発行が義務付けられているが、施行されたのは平

成22（2010）年4月のことである。医科診療報酬点数表には、「個別の費用の計算の基礎となっ

た項目ごとに記載した明細書の発行等につき（中略）保険医療機関（診療所に限る。）を受診し

た患者については、明細書発行体制等加算として、１点を所定点数に加算する。」と定められて

いるが、医療保険制度下で患者が診療明細を把握できるようになったのはわずか10年前のこと

である。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

筆者らが知る範囲では、明治期に診療明細書を交付していた事実を確かめる手立てはなく、

記録も検討資料も目にしたことはない。しかし、今回の発見で明治後期に現代の診療明細書に

類似した書類を交付していたことが明らかとなった。インフォームドコンセントの実施も推測

され、明治期の患者側から見た医療を解明する貴重な資料といえる。今回、現小寺家当主小寺

図１：「薬価及手術料明細書」 

明治41年（1908年）7月23日発行 

画像提供：小寺登氏 

図２：「薬価及手術料明細書」翻刻 

翻刻：石川 寛 
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登氏のご厚意により貴重な文書群を閲覧することができ、研究を進めることとなった。 

 本研究は、約100点の「衛生医療」に分類された文書のうち、「薬価及手術料明細書」を主な

研究対象とし、明治期の医療費体系や医療行動を明らかにし、地域医療の解明に資することを

主な目的とする。 

なお、本稿では、「薬価及手術料明細書」を「明細書」患家および患者以の総称を「患家」と

記し、患者本人と明確に区別して扱うこととする。また、医療に係る費用は「医療費」、健康保

険下で制定された医療費は「診療報酬療」と記す。 

 

１．明治期の診療報酬制度 

 西洋医学の導入に伴い、明治に入ると医療費の整備が進み、各地の医師会が実情に合った診

療項目と医療費と一覧表を作成するようになった（表１）。医師会ごとに価格は大きく異なって

おり、算定の根拠も不明瞭なものが多い。しかし、薬剤や入院料の算定単位は現在までその原

則が引き継がれている。 

国民の医療を保障する公的健康保険制度が制定されたのは大正11（1922）年である。その後、

診療報酬の分配方法として点数制が考え出され、大正15（1926）年に医師会長の北里柴三郎と

日本政府との間で契約書が交わされた。明治14（1881）年には日本初の生命保険会社が福沢諭

吉門下の阿部泰蔵によって設立されたが、公的医療保険はまだ整備されていなかった。したが

って、患者はすべて自費で医療費を賄わねばならず、庶民にとって医療の恩恵を受けることが

できたのはごく限られた人々であった。 

 

表１：明治期における医療費の一例  

名古屋市医師会 明治31（1898）年制定 宮崎市郡医師会 明治38（1905）年制定 

往診料 30銭以上 手術料 小手術 30銭～3円 

至急往診料 50銭以上     中手術 3～10円 

深夜往診料 1円以上     大手術 10～30円 

内用薬：1日分 1品8銭以上 洗條料 1回 5～30銭 
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外用薬：1剤分 8銭以上 吸入料 1回 10銭 

頓用薬：1回分 5銭以上 皮下注射料 1回 20銭 

 

２．明細書に記載された患者と病状 

 今回発見された明細書は、小寺弓之助長女（Ａと記す）が虫垂炎で入院した時のものである。

明治期には「盲腸炎」と呼ばれていたが、現在では「虫垂炎（ICD-10（１）による病名分類）」が

使われているため、本稿では原文の表記を除き「虫垂炎」と記す。Ａは、明治25(1892)年4月に

生まれ、満16歳の明治41（1908）年6月11日に現大垣市にあったＢ病院に入院し、同年8月11日

に退院している。現在使用されている退院時転帰区分には「治癒」「軽快」「寛解」「不変」「増

悪」がある２）が、12月6日の日誌に「Ａノ病気追々全快ト趣キタルニ付其祝トシテ赤飯一斗程

ヲ煮シ（後略、下線筆者）」とあることから、8月11日は軽快退院であったことが推測される。 

5月27日の日誌には「（前略）Ａはモウチョウエンにて水薬と散薬とを三日分、こーやくを一

かひと貰ひたり（下線筆者）」とあり、入院前から西脇医院で虫垂炎の診断を受け、外来で薬剤

治療を受けていたことが分かる。入院後、1か月後の7月11日に手術が行われ、さらに1か月後の

8月11に退院している。 

 

３．研究方法と研究目的 

 研究は、以下の手順で行った。なお、本研究は「人を対象とする医学系研究に関する倫理指

針」に一部抵触する恐れがあるため、患者個人名および実施医療機関名はアルファベットに改

め、資料画像も同様な処理を施した。本稿では、対象者をＡとし対象病院をＢと記す。 

１）資料の翻刻を行う。 

２）明細書の項目ごとに会計期間ごとに項目と金額を表にまとめる。さらに、日記から読み取

った医療行動および患家の行動を挿入し、一覧表を作成する。 

３）明細書発行年に各地の医師会が制定した医療費の資料を参考に、大垣市における診療報酬

の実態を明らかにする。これにより、診療報酬からみた地域医療の一端が見えてくるものと期

待される。 
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４．研究結果と考察 

 

４-１.「薬価及手術料明細書」の翻刻 

 翻刻の結果を示す。資料の翻刻にあたっては字体は現在のものに直し、適宜読点を付けた。

原本はすべて縦書きである。〔  〕は翻刻者による注記である。 

 

①【請求番号9-103-12、分類番号Ⅲ-5-(3)-13】 

明治四十一年六月 小寺せい 殿 薬価及手術料明細書 

日／種目 種別  料金 

自十一 日至十七 日  薬価  壱円六十弐銭 

自   日至   日  温布帯  拾五銭 

自   日至   日  入院料  壱円五銭 

自十一 日至   日    此所へ金五円預り 

自   日至   日  牛乳一升九合 六十六銭五厘 

自   日至   日 

差引金壱円五十一銭五厘 預りニ成 

明治四十一年六月拾七日  岐阜県大垣町 Ｂ 病院 

〔欄外下に「3､485」とあり。目録の二十七日を修正した。〕 

 

②【請求番号9-103-10、分類番号Ⅲ-5-(3)-11】 

明治四十一年六月 小寺せい 殿 薬価及手術料明細書 

日／種目 種別  料金 

自十九 日至二十三日  薬価  壱円〇八銭 

自十八 日至廿四 日  入院料  壱円〇五銭 

自   日至   日  牛乳弐升一合代 七十三銭五厘 

自   日至   日   〆弐円八十六銭五厘 
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自   日至   日   内壱円五十一銭五厘 先分預り分 

自   日至   日 

差引金壱円三十五銭（領収印） 〔鉛筆書き〕「十七銭残り」 

明治四十一年六月廿四日  岐阜県大垣町 Ｂ 病院 

 

③【請求番号9-103-11、分類番号Ⅲ-5-(3)-12】 

明治四十一年 月 小寺せい 殿 薬価及手術料明細書 

日／種目 種別  料金 

自十九 日至二十三日  薬価  壱円八銭 

自十八 日至廿四 日  入院料  壱円五銭 

自   日至   日   内壱円五十一銭五厘 先勘定ニて預り 

自   日至   日 

自   日至   日 

自   日至   日 

差引金六十一銭五厘 外ニ七十三銭五厘 牛乳弐升一合代 

明治四十一年六月廿四日  岐阜県大垣町 Ｂ 病院 

〔欄外下に「2､13」とあり。②と内容は同じで牛乳代を総計に含まずに計算。〕 

 

④【請求番号9-103-13、分類番号Ⅲ-5-(3)-14】 

明治四十一年六月 小寺せい 殿 薬価及手術料明細書 

日／種目 種別  料金 

自二十五日至七月一日  薬価  壱円四十四銭 

自二十五日至七月二日  入院料  壱円弐十銭 

自   日至   日 

自   日至   日 

自   日至   日 
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自   日至   日 

合計金弐円六十四銭（領収印） 外ニ八十四銭 牛乳弐升四合代 

明治四十一年七月二日  岐阜県大垣町 Ｂ 病院 

 

⑤【請求番号9-103-21、分類番号Ⅲ-5-(3)-15】 

明治四十一年七月 小寺 殿 薬価及手術料明細書 

日／種目 種別  料金 

自三  日至九  日  薬価  壱円四十四銭 

自〃  日至   日  入院料  壱円五銭 

自   日至   日      此所へ金五円預ル 

自〃  日至   日    牛乳弐升一合 七十三銭五厘 

自   日至   日 

自   日至   日 

差引金壱円七十七銭五厘 預りニ成 

明治四十一年七月九日  岐阜県大垣町 Ｂ 病院 

 

⑥【請求番号9-103-8、分類番号Ⅲ-5-(3)-16】 

明治四十一年七月 小寺せい 殿 薬価及手術料明細書 

日／種目 種別  料金 

自十  日至二十二日  薬価  壱円拾四銭 

自   日至   日  大手術  拾五円也 

自   日至   日  繃帯材料 六十八銭 

自   日至   日  浣腸  十銭 

  氷嚢  拾五銭 

自十  日至二十三日  入院料  四円弐十銭 

自   日至   日       内壱円七十七銭五厘預り分引 
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差引金拾九円五十九銭五厘 外ニ壱円四十弐銭 氷七十一斤 

               壱円五十銭五厘 牛乳四升三合代 

明治四十一年七月廿三日  岐阜県大垣町 Ｂ 病院□印 

                  惣計弐十弐円五十弐銭 

〔差引金額が10銭多い。〕 

 

⑦【請求番号9-103-9、分類番号Ⅲ-5-(3)-18】 

明治四十一年七月 小寺せい 殿 薬価及手術料明細書 

日／種目 種別  料金 

自二十三日至三十 日  薬価  六十九銭 

自   日至   日  交換  五十銭 

自二十四日至三十 日  入院料  弐円拾銭 

自   日至   日 

自   日至   日 

自   日至   日 

合計金三円弐拾九銭 外ニ八十銭五厘 牛乳弐升三合代 

明治四十一年七月三十日  岐阜県大垣町 Ｂ 病院 

 

⑧【請求番号9-103-6、分類番号Ⅲ-5-(3)-19】 

明治四十一年 月 小寺 Ａ 殿 薬価及手術料明細書 

日／種目 種別  料金 

自三十一日至八月五日  薬価  壱円拾壱銭 

自八月一日至   日  交換  弐十銭 

自   日至   日  耳洗   弐十五銭 

自三十一日至八月六日  入院料  弐円拾銭 

自   日至   日 
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自   日至   日 

合計金三円六十六銭 外ニ七十三銭五厘 牛乳弐升一合代 

           壱円拾三銭 氷五十六斤半 

明治四十一年八月六日  岐阜県大垣町 Ｂ 病院 

〔欄外左に「計五、五二五」とあり。〕 

 

⑨【請求番号9-103-7、分類番号Ⅲ-5-(3)-21】 

明治四十一年八月 小寺せい 殿 薬価及手術料明細書 

日／種目 種別  料金 

自八月七日ヨリ至  十日迄  入院料  一円二十銭 

自   日至   日  薬価  七十二銭 

自   日至   日  耳洗  二十五銭 

自   日至   日 

自   日至   日  

自   日至   日 

合計金二円十七銭   薬価十四日分 一円二十六銭 

           牛乳一升二合代 四十二銭 

明治   年  月  日  岐阜県大垣町 Ｂ 病院 

 

４-２．診療明細の検討-入院料- 

 表２は、明細書の期間ごとに入院料をまとめ、１日ごとの金額を併記したものである。考察

に必要と思われる事項は備考欄に記した。 

 

表２：入院料一覧 

入院期間 日数 入院料（円） 備考 

6 月 11日～17 日 7 1.05（0.15/日） 6/11 入院 
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6 月 18日～24 日 7 1.05（0.15/日） 
  

6 月 25日～7 月 2 日 8 1.20（0.15/日） 
  

7 月 3 日～9日 7 1.05（0.15/日） 7/5 蒲団２枚、蚊帳１張を送付 

7 月 10日～23 日 14 4.20（0.30/日） 7/11 手術 

7 月 24日～30 日 7 2.10（0.30/日） 
  

7 月 31日～8 月 6 日 7 2.10（0.30/日） 
  

8 月 7 日～10 日 4 1.20（0.30/日） 8/11 退院 

 

明細書の発行単位で出されていた価格を入院日数で除してみると、入院料は１日あたりの金

額が正確に定められていたことが分かる。当時の医療費は地域によってばらつきがあるが、明

治20（1887）～30（1897）年ごろの東京都内では上等１日１円30銭から下等25銭までの幅があ

る。それに比べると地方とはいえ、Ｂ病院は安い価格設定である。東京都にあった井上病院で

は入院料とは別に席料七銭（一間貸切りは十五銭）を設定しており現代のホスピタルフィーの

考え方をみることができる。同病院は、「夜具二銭」の規定もあり、寝具レンタルも行っている。

杏雲堂病院、順天堂病院など付添人の料金を明記している病院も見受けられる。 

小寺家が支払った入院料は、術前１日15銭（0.15円）術後1日30銭（0.30円）である。付添人、

看護婦の費用が計上されていないが、7月9日の日誌に「西脇友ヲ積ノ介抱人ニ頼ミ（後略）」と

あり、個人的に依頼していたことが分かっている。手術前後で料金が異なっているのは、内科

と外科の料金設定の違いか、術後に部屋の等級を上げたか定かではないが、術後の療養に相応

しい部屋に移ったと考えるのが妥当であろう。8月17日の日誌には「大垣町Ｂ病院ニテＡト同室

シ世話ニ為リタル瀬木てつヘ素麺大束五把差遣シタリ（下線筆者）」とあり、同室者がいたこと

が判明しているが、術後に個室へ転床したものだろうか。 

手術直前には蒲団と蚊帳を送っており、術後の入院環境を整えたものと考えられる。蚊帳は、

本体を吊るす長押が必要であるため、少なくとも病室は日本家屋の構造を備えていたことが推

測される。 
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４-３．診療明細の検討-薬価- 

 表３は、明細書の期間ごとの薬価をまとめたものである。比較対照のため、入院料をカッコ

内に記した。考察に必要と思われる事項は備考欄に記した。 

 

表３：薬価一覧 

入院期間 日数 薬価（入院料）（円） 備考 

6月11日～17日 7 1.62（1.05） 6/11入院 

6月19日～23日 5 1.08（1.05） 

 

6月25日～7月1日 7 1.44（1.20） 

 

7月3日～9日 7 1.44（1.05） 

 

7月10日～22日 14 1.14（4.20） 7/11手術 

7月23日～30日 8 0.69（2.10） 7/23頓服投与 

7月31日～8月5日 6 1.11（2.10） 8/11退院 

8月7日～10日 4 0.72（1.20） 

 

 

「薬価」については、各地域の医師会が制定した医療費の価格表を見る限りでは、剤形ごと

の算定単位であるが、明細書では「薬価」としてまとめて記載されている。2019年12月に筆者

らは現愛知県新城市信玄病院で明治から大正期に使用されていた「列設布篤（レセプト）」、「会

計原簿」を確認した（２）。「列設布篤（レセプト）」は投与した薬剤の帳簿、「会計原簿」は、治

療の詳細と医療費の一覧表であり、このような帳簿がＢ病院にもあったことは確かである。信

玄病院に伝わる「列設布篤（レセプト）」には薬剤名、投与日数、留意点等が詳細に記されてお

り、明細書の記載とは大きく異なっている。患家と医療機関のもつ情報の非対称性が窺えるが、
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明治期に項目ごとに会計を示した明細書が患家に届けられていたことは特筆に値する。 

薬剤料と入院料は、ほぼ同じ金額である。現代の診療報酬と比較すると、薬剤は高額である。 

 

４-４．診療明細の検討-個別診療項目- 

本項では、個別の診療項目について考察する。6月17日に初めての会計がなされているが、入

院料の他、使用された薬剤、材料などもおよそ１週間ごとに計算が行われている。１日単位の

金額は提示されておらず、現在の診療報酬体系とは異なっているが、医師会の制定した算定単

位は内用薬（現在は内服薬）が１日分、外用薬が１調剤分、頓用薬（現在は屯服薬）である（表

１）。この原則は現在でも引き続き使われているが、「１調剤分」を理解するには専門知識が必

要で、患者には理解しづらい。信玄病院の発行した会計原簿では、１日単位の収支が記されて

いたので、患家に分かりやすい記載に直したものと思われる。 

表４：各診療項目と診療報酬 

入院期間 日数 診療項目 価格（円） 備考 

6月11日～17日 7 温布帯 0.150 6/11入院 

6月18日～24日 7 （入院料、薬価のみ）  

 

6月25日～7月2日 8 （入院料、薬価のみ）  

 

7月3日～9日 7 （入院料、薬価のみ）  

 

7月10日～23日 14 大手術 

包帯材料 

浣腸 

氷嚢 

15.000 

0.680 

0.100 

0.150 

7/11手術 

7月24日～30日 7 交換（包帯交換か？） 0.500 
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手術実施前は、まだ内科治療（保存的療法）が実施されているため、薬剤投与が中心となって

いる。6月11日～17日の間に「温布帯」が支給されていることから、現在の「消炎鎮痛等処置」

が実施されていたことが推測される。現在の「ホットパック（温熱療法）」のようなものであろ

うか。本項目は、いずれの地域の価格表にも見当たらず、新たな発見となった。茂木（1942）に

よれば、虫垂炎による痛みを鎮めるためには冷湿布が適切であるとしている。昭和8（1933）年

に発行された救急法には、挫傷は「一両日後には温温布をすること」、捻挫は「冷温布をして安

静を保ち３)」とあることから、本項目の「温布帯」が単なる湿布材料を指すのか、温熱療法を指

すのか定かではないが、鎮痛処置を施していたことは確かである。 

手術に関しては、詳しい術式の記載はなく、「大手術 15円」と記載がある。表記法が紛らわ

しいが、「大きい手術」という意味ではない。本項目は、各地の医師会が設定しており、明治期

の手術は診療報酬上、「大手術」「中手術」「小手術」という３区分が多かった。本区分が後に大

正15（1926）年10月に点数化されたときの根拠になり、「大切開」「中切開」「小切開」という切

開区分に発展していった。「大切開」は全身麻酔又は腰椎麻酔で行うものと規定されている。静

岡県下の医会では「医員２人を要する」という規定があり、Ａの受けた「大手術」は全身麻酔適

用レベルの手術であったものと推測される。今後の研究を俟たねばならないが、虫垂炎の外科手

術が始まったのは明治30年頃であったことから、大垣市で既に先進医療が実施されていたことは

確かである。 

術式が「虫垂切除術」であるとして虫垂周囲膿瘍を伴うものと仮定すると、現在の診療報酬は

88,800円（8,800点）である。明治43年当時の白米が10ｋℊ＝1.1円（令和2年4,576円）なので、１

円＝4,000～5,000円と仮定すると60,000～75,000円となり、包帯材料等が別会計になっているこ

とからも、妥当な価格帯であるといえる。しかし、医療保険が整備されていない明治後期におい

7月31日～8月6日 7 交換（包帯交換か？） 

耳洗（耳洗浄） 

0.200 

0.250 

 

8月7日～10日 4 耳洗（耳洗浄） 0.250 8/11退院 
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ては、医療費、入院に係る雑費、付き添い費用など多額の出費が別途必要であり、近代医療を受

けることは容易ではなかっただろう。 

 当時の医療費には「包括算定」「出来高算定」の概念がなく、「薬剤料」「技術料」の区別もな

い。入院中に投与した薬剤（投薬料）は別記されていることから、「浣腸」「耳洗」は材料代と技

術料（手技料）の区別なくまとめての会計と見做してよい。技術料（手技料）は宮城郡医師会が

明治40（1907）年に制定した 「入院手入料」が初めての例である。以下に金額の比較を示す。 

  ・浣腸：10銭（宮城郡 浣腸20銭） 

  ・耳洗：25銭（宮城郡 洗耳8銭） 

「耳洗」の解釈については、慎重にしなければならないが、当時、耳洗浄は経常的に行われて

いたようだ。時代は下がるが、小寺家文書に「耳洗浄液」の処方箋が残されている。一見、虫垂

切除術とは無縁の処置であるが、明治初期から日本では中耳炎は非常に多かったようである４）。

カルテが散逸しているため病名は推測の域を出ないが、虫垂炎のほか、中耳炎があったのかもし

れない。今後の研究を俟たねばならないが、日誌には他の疾患が見当たらないことから、インフ

ォームドコンセントがなかったか、耳垢栓除去後の清拭であったか、中耳炎があったかなどは不

明である。 

 「交換 50銭、20銭」については、筆者が調べた範囲では、どの地域でも見当たらない項目で

あり、新たな発見であった。手術実施の週から始まっていることから「包帯交換」と読み取って

よいだろう。現在の診療報酬では「創傷処置」にあたる。 

 本会計も７日でまとめられているので、１回分の価格は不明である。１円＝4,000～5,000円と

仮定すると術後７日まで2,000～2,500円、7～14日まで800～1,000円である。「創傷処置」と仮定

して計算すると、現在の価格が6000㎠で2,750円である。本項目が現在の包帯交換と異なった手

技であったか、技術者が少なかったか、さらに検討する必要がある。 

 

４-５．診療明細の検討-食費その他- 

 本項では、診療行為以外で明細書に記載のあった食費その他に関する事項を検討する。 
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表５：食費その他に該当する項目 

入院期間 日数 項目 価格（円） 備考 

6月11日～17日 7 牛乳（１升9合） 0.665 6/11入院 

6月18日～24日 7 牛乳（2升1合） 1.050 

 

6月25日～7月2日 8 牛乳（2升4合） 0.840 

 

7月3日～9日 7 牛乳（2升1合） 0.735 7/5白米、じゃが芋を送付 

7月10日～23日 14 
氷（71斤） 

牛乳（4升3合） 

1.420 

1.505 

7/11手術 

7月24日～30日 7 牛乳（2升3合） 0.805 

 

7月31日～8月6日 
7 

氷（56斤半） 

牛乳（2升1合） 

1.130 

0.735 

 

8月7日～10日 4 牛乳（1升2合） 0.420 8/11退院 

 

明細書には、定期的な牛乳の購入を示す記載がある。当家が病院を通して購入し、飲用してい

たようである。価格はばらつきがあり、公定価格のない時代を反映している。東四柳（2017）に

よれば、牛乳は江戸時代後期からその価値が見出され、明治期以降に、文明開化を象徴する食品

として評価されるようになった。明治33（1900）年には「牛乳営業取締規則」が発布され、安全

な乳製品が出回るようになるが、Ａが入院していた頃は乳製品に対する国民のイメージは決して

良くなかった４）。しかし、牛乳の効用を理解していたＢ病院が「体を強くする薬」として強制的

に提供していたとすれば、明細書に牛乳の記載があることの意味は大きい。病院の扱いをみると、

当時の牛乳はさしずめ「明治時代のサプリメント」といったところであろうか。現在の診療報酬

制度下では、食事も療養の一環として扱われ、入院中に出される食事は「入院時食事療養費」と

して扱うが、その考え方の萌芽が見られる。 
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４-６．診療費支払い 

小寺家は常に多めの金額を預り金として病院に渡し、そこから差し引くという支払い方法を

とっていた。現代の「入院保証金」である。本制度は未収金防止あるいは連帯保証人が立てら

れない場合の措置という位置づけで現在も残っている。救急医療などの時間外診療に関して

5000～10000円程度の預り金を徴収している病院が多い。「診療報酬点数表 療養の給付と直接

関係ないサービス等の取扱いについて（平成17（2005）年9月1日保医発第0901002号）」の４．

その他事項には以下のように預り金徴収に関して規定し）ており、「入院時や松葉杖等の貸与の

際に事前に患者から預託される金銭(いわゆる「預り金」)については、（中略）将来的に発生す

ることが予想される債権を適正に管理する観点から、保険医療機関が患者から「預り金」を求

める場合にあっては、当該保険医療機関は、患者側への十分な情報提供、同意の確認や内容、

金額、精算方法等の明示などの適正な手続を確保すること。」と規定されている。しかし、小寺

家に未収金が発生することも、連帯保証人が立てられないことも考えられない。Ｂ病院が明治

41（1908）年に新設されたばかりであったことから、病院の経営を助けるため現金を予め渡し

ていたものとも考えられる。いずれにしても、当時の会計の様子が良く分かる。 

明細書の宛名は9枚のうち、8枚は「小寺せい」となっており、患者名でも当主名でもない。

Ａとせいの氏名が１字違いであることから、筆者らは同一人物の可能性も考えたが、日誌には、

せいからＡへ見舞の菓子袋を渡された旨の記載があり、別人であることは明らかである。しか

し、「せい」に該当する人物は小寺家には見当たらず、現段階では特定できていない。 

8月6日発行の明細書のみＡ宛になっている。本明細書は「合計」となっているので、預り金

ではなく、現金で支払っていることがわかる。7月27日に弓之助からＡに5円を送っており、本

人が支払ったものと思われる。推測の域を出ないが、明細書の記載は金銭収受をした人物が入

院患者でなかった場合、姓のみの記載を行っていたのではないか。医療保険制度下で暮らして

いる現代人には理解しづらいが、もしそうだとすれば、金銭収受に厳しかった時代を反映して

いて興味深い。 

 また、明治41（1908）年7月23日の明細書は検算すると、差し引き金額が10銭多い。おそらく

医療費計算担当の職員か明細書記載者のいずれかが預り金との差し引き計算を間違えたものと
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思われる。しかし、日誌にはその旨の記載がなされていない。荷物を送った際に係る送料4銭の

記載まで細かくなされているほど記録は正確かつ緻密である。たとえ１0銭であっても返却処

理がなされたなら日誌に記録が残っているはずである。したがって、再計算および明細書の再

発行をした事実はないとみてよい。見落とされてそのままになってしまったか、Ａが退院間近

であったことから、分かっていて見逃したものであろうか。 

 

おわりに 

明治後期の地域医療を明細書から読み解く作業を行う過程で、患者側からの医療について多く

の示唆を得た。大垣市という地方都市で診療項目ごとに区分された明細書が発行されていた事実

から、インフォームドコンセント実施、入院時における食事療養実施の可能性を見ることができ

た。明細書には行った治療項目が明確に記載されているため、患家にとっては治療内容とかかっ

た金額を同時に理解できる書類であったに違いない。算定基準も、患家の立場に立ったわかりや

すい表現である。 

今回発見された明細書は、高額な医療費を徴収していた時代を反映した貴重な医療遺産である

とともに、患者側からみた地域医療を明らかする唯一の資料である。記載された医療費からは、

地域の経済レベルを測ることも可能となろう。今後は、信玄病院の資料と併せ、東海地方の地域

医療解明を進めていきたい。 

 

[注] 

（1）ICD（International Statistical Classification of Diseases and Related  

Health Problems）とは「疾病及び関連保健問題の国際統計分類」といい、世界保健機構（WHO）

が作成した病名の分類表のことである。第10回目の改訂版として採択され、ICD-10と呼ばれる

分類が広く活用されている。「虫垂炎」は「Ｋ35-Ｋ38虫垂の疾患」の項に「急性虫垂炎」等４

つの病名に分類されている。 

（2）2019年11月設楽原歴史資料館館長湯浅大司氏より連絡を受け、明治から大正期に信玄病院

で発行された列設布篤（レセプト）原本、会計原簿、院長日記等を確認した。信玄病院は、現
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新城市八束穂にあった総合病院である。 

（3）明治41（1908）年5月30日の日記には「Ａ義西脇友輔方へ行キ診断ヲ受ケ水薬壱瓶、 

散薬三日分、弘ノ水薬一瓶貰ヒ来レリ」とあり、Ａが通院して薬剤投与を受けた旨が読み取れ

る。 

（4）日本耳鼻咽喉科学会理事長森山寛のメッセージによる。 

http://www.jibika.or.jp/students/rijichou.html 2020年10月取得 
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